















火 佐 1 0 年 7  刀 2 0 H
1 1 召 矛 m 7 年 9  J ・ 1
Ⅲ 拝 m 8 年 1 2 月
Ⅲ 拝 吃 1 年 9 刀
川 拝 口 2 7 午 9  打
昭 和 2 7 午 1 0 ナ 1
昭 和 2 8 午 1 2 打
昭 和 3 2 午 1 2 門
昭 和 3 7 " 3 村
昭 和 吃 午 4 打
昭 和 4 5 年 4 打
昭 和 5 4 年 1 2 月
服 藤 弘 司 教 授 略 歴
愛 媛 県 新 居 浜 市 に て 出 生
広 島 品 等 学 佼 ( 文 科 乙 類 ) 卒 業
学 徒 動 員 に よ り 応 召
九 州 帝 鬮 大 学 法 文 学 部 法 律 学 科 卒 業
九 州 帝 1 上 1 大 学 大 学 院 ( 特 別 碩 究 生 ) 修 γ
九 州 大 学 九 州 文 化 史 研 究 所 研 究 員
金 沢 大 学 助 教 授 ( 法 文 学 部 )
令 沢 大 学 教 授 ( 法 文 学 訊 D
法 学 愽 士 ( 九 州 大 学 )
東 北 大 学 散 授 ( 法 学 部 )
東 北 大 学 評 議 員 ( 昭 和 4 7 年 Ⅱ 打 ま で )
東 北 大 学 附 属 図 譜 ・ 館 長 , 東 北 大 学 評 議 員
( 田 拝 隠 7 年 Ⅱ 月 ま で )
退 力
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大名劉守居の研究一^゛陰M、冊'1叺上と側川^
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21 唱 和 5 2 壬 1 {
昭 和 5 9 年
法 と 楠 プ ノ の 史 的 当 察 ・ ・ 一 世 良 孜 袋 逮 浴 ' 心 上 ^ ( 共 新 D
1 Π
幕 淋 倒 家 の 法 と 支 配 一 ^ . , * 映 ・ 知 1 . 珀 工 記 念 一 ^ ( 共 細 )
昭 和 2 5 年
昭 和 2 7 年
昭 和 2 8 年
文
明 治 9 年 の 造 失 物 法 成 立 の 過 程
帝 匡 1 態 法 の 例 誰 ^ 1 . 打 改 ' 辻 ノ バ つ C ^
昭 村 乏 9 年
近 世 長 崎 に 於 け る 異 . 国 人 の 刑 事 上 の 地 位
宮 本 叉 次 編 「 九 州 経 済 史 研 究 」 ( 三 和 書 房 ・ )
石 木 家 と 寛 政 8 年 の 1 百 姓 相 続 方 什 法 」
九 州 大 学 九 州 文 化 史 研 究 所 和 要 3 ・ 4 合 併 号
昭 和 3 0 年
本 公 弓 i と ξ を 公 写 1 : , そ の 他
石 井 良 助 新 「 法 律 学 演 管 拓 M 座 ・ H 木 法 制 史 」 ( 青 林 冉 院 )
天 草 に 於 け る 大 底 尻 の 1 訓 製 の 推 移
宮 木 又 次 編  W 提 村 構 造 の 史 的 分 析 」 ( 日 木 評 論 ネ D
大 庄 屋 の 地 方 行 政 官 と し て の 地 位 ^ 大 岫 ' 園 1 等 に 関 す る 励 令 を 通 し て 見 六 る ー ー






「 相 対 済 」 令 吉 一 ー ー 近 1 Ⅱ . 鐙 枯 法 の 安 避 並 ひ に そ の 蟻 逸 理 念 庁 説 一 ー ー ー
金 沢 大 学 法 女 学 部 論 集 ・ 法 経 篇 2 号
金 沢 法 学 1 巻 1 号
法 政 研 究 1 8 巻 1 月
閣
昭 和 3 1 年
本 公 人 座 一 ^ 加 賀 淋 ル 制 船 打 ^ 、
Π 木 歴 史 5 3 号
昭 和 3 2 年
史 料 解 説 ・ 五 人 組 帳 前 書
「 抜 荷 」 罪 雑 老
昭 和 3 3 年
加 賀 藩 百 姓 相 続 法 ^ 近 Ⅲ . ( 織 社 会 に , お け る 百 訓 . 枳 統 法 W 1 究 序 説 ^ ( 1 ) ・ ( 2 )
金 沢 法 学 3 巻 1 号 ・  2 号
昭 和 3 4 年
加 賀 藩 家 法 の 性 格
近 世 債 権 法 上 に お け る 証 書 の 機 能  a )
近 世 債 権 法 上 に お け る 証 書 の 機 能 ( 2 )
歴 史 教 育 3 巻 Ⅱ 号
金 沢 大 学 法 交 学 部 論 集 ・ 法 経 篇 5 号
法 制 史 研 究 6 号
金 沢 法 学 4 巻 2 号










































4昭 和 5 3 年
明 治 初 年 の 局 札 「 明 治 i 蚕 ■ 出 の 諸 闇 題 ・ ー ー f 獣 豊 教 投 退 職 記 念 ^ 」 ( 慶 応 通 信 )
公 塩 方 定 1 1 _ 1 の 性 格 再 論 一 ^ W 1 央 助 愽 ・ 1 の 御 敦 ぶ に W 一 て ' ー ー 社 会 科 学 の 方 法 Ⅱ 3 ぢ '
昭 和 5 5 年
H a n  L a w s  i n  t h e  E d o  p e r i o d  w i t h  p a r t i c u l a r  E m p h a s i s
O n  T h o s e  o f  K a n a z a w a  H a n
加 賀 藩 家 . 法 の 性 格
昭 和 5 9 年
大 名 留 守 居 制 の 成 マ
「 日 木 法 制 史 論 集 ^ 牧 飽 二 博 ! 米 判 。 a 念 一 ー 」 ( 思 文 僻 D
近 世 民 出 裁 判 と 「 公 事 師 」
「 幕 蒋 国 家 の 法 と 支 則 ^ 高 柳 真 釜 制 顧 芳 記 念 ^ 」 ( 有 斐 槻 D
幕 藩 体 制 国 家 の 権 力 鬨 係 ・ ・ 一 人 名 詔 、 1 1 " 1 を 通 じ て み た る ・ ・ ー ( 3 月 刊 行 予 定 )
法 制 史 研 究 3 4 号
昭 和 6 0 年
若 林 喜 三 郎 編 け 扣 賀 離 社 会 経 済 史 の 研 究 」 ( 名 者 出 版 )
I V  書
昭 和 2 7 年
昭 和 2 8 年
昭 和 2 9 年
評
法 制 史 研 究 1 号
金 田 平 一 郎 「 明 治 前 半 期 の 民 京 女 任 法 」
法 制 史 研 究 2 号
' 木 俊 耿 「 佐 嘉 瀋 多 久 領 地 米 制 度 の 概 観 」
法 制 史 召 1 究 4 号
宮 川 澄 「 日 本 民 法 典 論 争 の 社 会 , 経 済 的 基 礎 に つ い て 」
法 制 史 研 究 4 号
星 . 野 通 「 旧 民 法 典 と 松 岡 康 毅 の 身 分 法 論 」
星 野 通 「 再 び 「 旧 民 法 典 と 松 岡 康 毅 の 身 分 法 論 」 に つ い て 」 法 制 史 研 究 4 号
星 野 通 仟 旧 民 法 典 と 松 岡 康 毅 の 身 分 法 論 」 に 関 す る 1 , 2 の 補 正 」
法 制 史 研 究 4 号
法 制 史 研 究 5 ・ 号
A C T A  A S I A T I C A  3 5
昭 和 3 0 年
昭 和 3 1 年
昭 和 3 2 年
中 村 菊 男 「 旧 民 法 と そ の 性 格 」
隈 崎 渡 「 日 本 法 の 生 成 」
大 竹 秀 男 「 近 世 期 の 農 村 奉 公 人 」
堅 田 精 司 「 東 瓜 破 村 の 李 公 人 」
法 制 史 研 究 6 号
法 制 史 研 究 7 号
法 制 史 研 究 7 号
堅田精司「近世中期の膿業本公人」
秀村送三「近世北九州農村における質奉公ノU
秀村選三「中世南九州における下人の一考察一・一近,Ⅱ.雨欝郷十下人、印の遡及・^」
法制史研究7昇
畔1和341f
1唱和35年
秀村選三「下人に僕祠、る史料覚古三題^又11の鄭玲Uん1川一^」
林峨一「尾張解の給知制」
鎌田浩「仙台海における武家相統法」
昭和36年
昭和48年
鎌田浩「仙台蒋における家臣の對禄相続制」
石井良助「家質の研究」
工藤祐市「八戸琳W)家臣統制法令^一締松'才1ナ"瑚般小C辻Lてーーー」
法制史糾究22号
法制史研究23号昭和49年
昭和50年
今村義孝・臣副禽秀夫泙大田藩町触集」
原田敏丸「近世の近江における林野の境界争論と鉄火裁判」
法制史研究7号
昭和51年
昭和54年
5
法制史研究7号
隈崎渡「近世商人法制の研究」
井戸田愽史「江戸時代の相対死に関する一老察」
法制史飢究7号
法制史研究9号
法制史馴,モ10抄
法制史研究10ぢ
法制史研究Ⅱ号
法制史研究24号
法制史研究25号
法制史研究28号
